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第第２２章章 高高齢齢者者をを取取りり巻巻くく現現状状とと推推計計

１１ 高高齢齢者者のの現現状状とと推推計計 

（（１１））高高齢齢者者人人口口のの推推移移 

三鷹市の人口は、平成 年の 人から令和５年の 人へと増加していま

す。これに伴い、介護保険の被保険者である 歳以上の人口、 歳以上の高齢者人口

とも増加しており、令和５年の高齢化率（総人口に占める 歳以上の高齢者数比率）

は ％となっています。下図の人口構成からも分かるように、平成 年以降はいわ

ゆる団塊世代（昭和 ～ 年生まれ）が 歳以上となり、高齢化率の上昇が顕著にな

っています。更に団塊ジュニア世代（昭和 ～ 年生まれ）が 歳以上になる令和

年には高齢化率が ％に迫り、また、 歳以上になる令和 年には後期高齢化率が

％に迫る値になると推計されます。

人人口口及及びび高高齢齢化化率率のの推推移移とと推推計計 

※ 高齢化率は、 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合

※ 後期高齢化率は、 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合

※ 上記の推計値については、今後の人口動向により、必要に応じ見直しを図ることとしています。

資料：住民基本台帳等（各年 月１日）

平成 年
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平成 年
年

平成 年
年

平成 年
年

平成 年
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年

（人）
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後期高齢者（ 歳以上） 高齢化率 後期高齢化率

実績 推計
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（（２２））高高齢齢者者ののいいるる世世帯帯のの割割合合 

令和２年の国勢調査によると、三鷹市の高齢者（ 歳以上）がいる世帯数は

世帯、一般世帯総数に占める割合は ％で、東京都（ ％）と同程度であり、全国

（ ％）より低い割合となっています。

高齢者がいる世帯の内訳をみると、高齢者単身世帯は 世帯、高齢者がいる世

帯のうち ％で、東京都（ ％）より低く、全国（ ％）より高くなっています。

高齢夫婦のみの世帯は 世帯、高齢者がいる世帯のうち ％で、こちらは東京都

（ ％）より高く、全国（ ％）と同程度となっています。高齢者単身世帯が多く、

多世代で構成される世帯等の割合が少ないことが三鷹市を含む都市部の傾向です。ま

た、平成 年の国勢調査と比較すると、高齢者単身世帯は約 倍、高齢夫婦のみの

世帯は約 倍に増加しており、少人数で構成される高齢者世帯が増加しています。

高高齢齢者者ののいいるる世世帯帯のの割割合合 
三鷹市 東京都 全国

世帯数 割合（％） 世帯数 割合（％） 世帯数 割合（％）

一般世帯

歳以上の高齢者
がいる世帯

内
訳

高齢者単身世帯

高齢夫婦のみの
世帯

その他（多世代の世
帯等）

※ 「高齢夫婦のみの世帯」とは、いずれかが 歳以上の、夫婦のみの世帯をいいます。

※ 割合は小数第２位を四捨五入しているため、合計が ％にならない場合があります。

資料：国勢調査（令和２年）

高高齢齢者者ののいいるる世世帯帯のの推推移移

 
平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 令和２年

高齢者がいない一般世帯

高齢者単身世帯

高齢夫婦のみの世帯

高齢者がいるその他の世帯

資料：国勢調査（各年）

（世帯）

12

人人口口構構成成 平平成成 年年（（ 年年））

資料：住民基本台帳（平成 年 月 日）

人人口口構構成成 令令和和５５年年（（ 年年）） 

資料：住民基本台帳（令和５年 月 日）

～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
歳以上

～ 歳
～ 歳

～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
歳以上 【女性】

～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
歳以上【男性】

～ 歳
～ 歳

～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
～ 歳
歳以上

【女性】

【男性】

（人）

（人）
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（（４４））高高齢齢者者のの社社会会参参加加のの状状況況 

①① わわくくわわくくササポポーートト三三鷹鷹

わくわくサポート三鷹（無料職業紹介所）の新規求職者数、就職者数をみると、

新型コロナウイルス感染症の影響から令和２年度は一時減少しましたが、令和４年

度には回復し、それぞれ 人、 人となっています。

わわくくわわくくササポポーートト三三鷹鷹のの新新規規求求職職者者数数・・就就職職者者数数 

資料：生活経済課

②② シシルルババーー人人材材セセンンタターー

三鷹市シルバー人材センター会員数をみると、少しずつ増加しており、令和４年

度では 人となっています。

三三鷹鷹市市シシルルババーー人人材材セセンンタターー会会員員数数 

資料：三鷹市シルバー人材センター

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

新規求職者数 就職者数 就職率

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

（人）

（人）

14

（（３３））高高齢齢者者のの就就業業状状況況 

令和２年の国勢調査によると、三鷹市の高齢者就業者数（ 歳以上）は 人、

高齢者人口に占める割合は ％で、東京都（ ％）や全国（ ％）とほぼ同じ割

合となっています。高齢者就業者の内訳では、 ～ 歳の前期高齢者（ ％）で東京

都（ ％）や全国（ ％）と同程度、 歳以上の後期高齢者（ ％）で東京都

（ ％）より低く、全国（ ％）より高い割合となっています。

平成 年の国勢調査と比較すると、前期高齢者で ％から ％に ポイン

ト、後期高齢者で ％から ％に ポイント増加しており、就業する高齢者の割

合が増加しています。

高高齢齢者者のの年年齢齢構構成成別別就就業業状状況況

三鷹市 東京都 国

人数

（人）

就業者

数

割合

（％）
人数（人） 就業者数

割合

（％）
人数（人） 就業者数

割合

（％）

歳以上

歳以

上

～

歳

歳

以上

資料：国勢調査（令和２年）

高高齢齢者者のの年年齢齢構構成成別別就就業業状状況況のの推推移移 
 

資料：国勢調査（各年）

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 令和２年

後期高齢就業者

前期高齢就業者

前期高齢者就業率

高齢者就業率

後期高齢者就業率

（人）
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⑤⑤ 一一般般介介護護予予防防事事業業

一般介護予防事業の実施回数と参加者数（延数）の推移をみると、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で中止せざるを得なかった影響から、令和２年度は大幅に減少して

います。令和４年度は実施回数 回、参加者数 人（延数）となっており、参加

者数はコロナ禍前の水準には回復していません。

一一般般介介護護予予防防事事業業のの実実施施回回数数、、参参加加者者数数のの推推移移

資料：健康推進課

 

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

実施回数 参加者数（延数）
（回、人）

16

③③ 老老人人ククララブブ

老人クラブ会員数とクラブ数の推移をみると、会員数・クラブ数とも減少傾向にあ

り、令和４年度は会員数 人、クラブ数 となっています。

老老人人ククララブブ会会員員数数ととククララブブ数数のの推推移移

資料：高齢者支援課

④④ 三三鷹鷹いいききいいききププララスス（（高高齢齢社社会会活活動動ママッッチチンンググ推推進進事事業業））

三鷹いきいきプラスの依頼件数、マッチング件数及び就業者・参加者数の推移を

みると、依頼件数は減少傾向、マッチング件数は横ばい傾向、就業者・参加者数はお

おむね増加傾向にあり、令和４年度は依頼件数 件、マッチング件数 件、就業者

数 人、参加者数 人となっています。

三三鷹鷹いいききいいききププララススのの依依頼頼件件数数、、ママッッチチンンググ件件数数、、就就業業者者・・参参加加者者数数のの推推移移 

資料：高齢者支援課

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

会員数 クラブ数

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

依頼件数 マッチング件数 就業者数 参加者数

（人）

（件、人）

03-本文-三鷹市計画書.indd   1603-本文-三鷹市計画書.indd   16 2024/03/11   17:56:042024/03/11   17:56:04



17

⑤⑤ 一一般般介介護護予予防防事事業業

一般介護予防事業の実施回数と参加者数（延数）の推移をみると、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で中止せざるを得なかった影響から、令和２年度は大幅に減少して

います。令和４年度は実施回数 回、参加者数 人（延数）となっており、参加

者数はコロナ禍前の水準には回復していません。

一一般般介介護護予予防防事事業業のの実実施施回回数数、、参参加加者者数数のの推推移移

資料：健康推進課

 

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

実施回数 参加者数（延数）
（回、人）

16

③③ 老老人人ククララブブ

老人クラブ会員数とクラブ数の推移をみると、会員数・クラブ数とも減少傾向にあ

り、令和４年度は会員数 人、クラブ数 となっています。

老老人人ククララブブ会会員員数数ととククララブブ数数のの推推移移

資料：高齢者支援課

④④ 三三鷹鷹いいききいいききププララスス（（高高齢齢社社会会活活動動ママッッチチンンググ推推進進事事業業））

三鷹いきいきプラスの依頼件数、マッチング件数及び就業者・参加者数の推移を

みると、依頼件数は減少傾向、マッチング件数は横ばい傾向、就業者・参加者数はお

おむね増加傾向にあり、令和４年度は依頼件数 件、マッチング件数 件、就業者

数 人、参加者数 人となっています。

三三鷹鷹いいききいいききププララススのの依依頼頼件件数数、、ママッッチチンンググ件件数数、、就就業業者者・・参参加加者者数数のの推推移移 

 
資料：高齢者支援課

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

会員数 クラブ数

平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

依頼件数 マッチング件数 就業者数 参加者数

（人）

（件、人）
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要要介介護護（（要要支支援援））度度別別認認定定者者数数（（実実績績・・推推計計））  
（単位：人） 

令和５年

９月分

要支援

１

要支援

２
計

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
計 合計

歳以上
歳未満

歳以上
歳未満

歳以上

第２号被保険
者

総数

資料：介護保険事業状況報告 
（単位：人） 

令和７年

９月分

要支援

１

要支援

２
計

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
計 合計

歳以上
歳未満

歳以上
歳未満

歳以上

第２号被保険
者

総数

資料：本計画における独自推計

（単位：人） 
令和 年

９月分

要支援

１

要支援

２
計

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
計 合計

歳以上
歳未満

歳以上
歳未満

歳以上

第２号被保険
者

総数

資料：本計画における独自推計

 

18

２２ 要要介介護護（（要要支支援援））認認定定者者のの現現状状とと推推計計 

（（１１））要要介介護護（（要要支支援援））認認定定者者数数のの推推移移とと推推計計 

要介護（要支援）認定者総数は、平成 年９月末の 人から、令和５年９月末

の 人（ ％増）に増加しました。主に要支援１～要介護２の軽度者の増加によ

るものですが、令和４年には中重度者が大幅に増加しています。認定率は平成 年以

降 ％台半ばで横ばいに推移していましたが、令和４年には ％台に上昇しています。

今後も高齢者の増加に伴い、認定者数は増加すると推計されます。

要要介介護護（（要要支支援援））度度別別認認定定者者数数及及びび認認定定率率

※ 第２号被保険者の認定者を含みます。

※ 認定率＝要介護（要支援）認定者数÷高齢者人口

※ 団塊ジュニア世代が 歳以上となる令和 年の推計も示しています。

※ 上記の推計値については、第九期介護保険事業計画策定時の推計値であり、

必要に応じ見直しを図ることとしています。

資料：介護保険事業状況報告（各年９月分）

平成 年

年

平成 年

年

平成 年

年

平成 年

年

平成 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

（人）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 要介護等認定率

令和 年 令和 年 令和

実績 推計
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要要介介護護（（要要支支援援））度度別別認認定定者者数数（（実実績績・・推推計計））  
（単位：人） 

令和５年

９月分

要支援

１

要支援

２
計

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
計 合計

歳以上
歳未満

歳以上
歳未満

歳以上

第２号被保険
者

総数

資料：介護保険事業状況報告 
（単位：人） 

令和７年

９月分

要支援

１

要支援

２
計

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
計 合計

歳以上
歳未満

歳以上
歳未満

歳以上

第２号被保険
者

総数

資料：本計画における独自推計

（単位：人） 
令和 年

９月分

要支援

１

要支援

２
計

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
計 合計

歳以上
歳未満

歳以上
歳未満

歳以上

第２号被保険
者

総数

資料：本計画における独自推計

 

18

２２ 要要介介護護（（要要支支援援））認認定定者者のの現現状状とと推推計計 

（（１１））要要介介護護（（要要支支援援））認認定定者者数数のの推推移移とと推推計計 

要介護（要支援）認定者総数は、平成 年９月末の 人から、令和５年９月末

の 人（ ％増）に増加しました。主に要支援１～要介護２の軽度者の増加によ

るものですが、令和４年には中重度者が大幅に増加しています。認定率は平成 年以

降 ％台半ばで横ばいに推移していましたが、令和４年には ％台に上昇しています。

今後も高齢者の増加に伴い、認定者数は増加すると推計されます。

要要介介護護（（要要支支援援））度度別別認認定定者者数数及及びび認認定定率率

※ 第２号被保険者の認定者を含みます。

※ 認定率＝要介護（要支援）認定者数÷高齢者人口

※ 団塊ジュニア世代が 歳以上となる令和 年の推計も示しています。

※ 上記の推計値については、第九期介護保険事業計画策定時の推計値であり、

必要に応じ見直しを図ることとしています。

資料：介護保険事業状況報告（各年９月分）

平成 年

年

平成 年

年

平成 年

年

平成 年

年

平成 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

令和 年

年

（人）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

要介護３ 要介護４ 要介護５ 要介護等認定率

実績 推計
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21

②② 介介護護保保険険ササーービビスス給給付付費費

介護保険サービスの給付費は年々、増加傾向がみられますが、令和２年度について

は、通所系サービスの給付費が令和元年度よりも約 ％減少したことから、居宅介護

サービス費が減少しており、新型コロナウイルス感染症の影響と考えられます。

介介護護保保険険ササーービビスス給給付付費費 

資料：介護保険事業状況報告

③③ 介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス費費（（地地域域支支援援事事業業））

地域支援事業において実施している訪問型サービスは若干の減少傾向がみられます。

一方、通所型サービスについては、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響か

ら減少したものの、その後は増加傾向がみられます。

介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス費費（（地地域域支支援援事事業業）） 

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

居宅介護サービス 施設介護サービス 居宅支援サービス その他

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

訪問事業費 通所事業費 訪問事業件数 通所事業件数

（千円）

（千円）

20

（（２２））介介護護保保険険ササーービビスス別別受受給給者者数数のの推推移移 

①① 介介護護保保険険ササーービビスス受受給給者者数数とと受受給給率率

介護保険サービス別の受給者数でみると、居宅介護（介護予防）サービス受給者が

最も多く、増加傾向もみられます。一方、施設介護サービスは、令和２年度に大幅な

増加（前年度比 ％増）となっており、特別養護老人ホームが２か所開設した影響

とみられますが、令和３年度以降は横ばいで推移しています。

介介護護保保険険ササーービビスス別別受受給給者者数数及及びび受受給給率率

※ 第２号被保険者の受給者を含みます。

※ 複数のサービスを受給した人数を含みます。

※ 受給率＝受給者数÷要介護（要支援）認定者数

資料：介護保険事業状況報告

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

居宅介護（介護予防）サービス受給者 施設介護サービス受給者数

地域密着型（介護予防）サービス受給者数

（人）
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21

②② 介介護護保保険険ササーービビスス給給付付費費

介護保険サービスの給付費は年々、増加傾向がみられますが、令和２年度について

は、通所系サービスの給付費が令和元年度よりも約 ％減少したことから、居宅介護

サービス費が減少しており、新型コロナウイルス感染症の影響と考えられます。

介介護護保保険険ササーービビスス給給付付費費 

資料：介護保険事業状況報告

③③ 介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス費費（（地地域域支支援援事事業業））

地域支援事業において実施している訪問型サービスは若干の減少傾向がみられます。

一方、通所型サービスについては、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響か

ら減少したものの、その後は増加傾向がみられます。

介介護護予予防防・・生生活活支支援援ササーービビスス費費（（地地域域支支援援事事業業）） 

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

居宅介護サービス 施設介護サービス 居宅支援サービス その他

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

訪問事業費 通所事業費 訪問事業件数 通所事業件数

（千円）

（千円）

20

（（２２））介介護護保保険険ササーービビスス別別受受給給者者数数のの推推移移 

①① 介介護護保保険険ササーービビスス受受給給者者数数とと受受給給率率

介護保険サービス別の受給者数でみると、居宅介護（介護予防）サービス受給者が

最も多く、増加傾向もみられます。一方、施設介護サービスは、令和２年度に大幅な

増加（前年度比 ％増）となっており、特別養護老人ホームが２か所開設した影響

とみられますが、令和３年度以降は横ばいで推移しています。

介介護護保保険険ササーービビスス別別受受給給者者数数及及びび受受給給率率

※ 第２号被保険者の受給者を含みます。

※ 複数のサービスを受給した人数を含みます。

※ 受給率＝受給者数÷要介護（要支援）認定者数

資料：介護保険事業状況報告

平成 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

居宅介護（介護予防）サービス受給者 施設介護サービス受給者数

地域密着型（介護予防）サービス受給者数

（人）
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りました。「連雀」では町内会・自治会の参加率が他の地域と比較すると高く、「通

いの場」については「忙しく参加できない」割合が低く、「情報提供があれば参加

したい」割合が高い状況でした。「新川中原」では介護予防や健康維持のための

「通いの場」を希望する人の割合が高い状況でした。

エ 「東部」、「西部」

「東部」、「西部」においては、「孤食」の人の割合が高く、また社会参加やボラ

ンティア、趣味、学習教養の参加率、地域づくりなど対外的な活動への参加意向の

ある割合が比較的低い状況でした。「西部」に関しては、他の地域に比べて「老人

クラブ」の参加率が高い状況でした。更に収入のある仕事をしている割合が高く、

主観的健康観が比較的高い結果となりました。「東部」に関しては、認定状況や身

体的活動習慣、社会的参加については中位ではありますが、歩行動作能力が高く、

過去１年間の転倒経験が最も低い状況でした。

オ まとめ

「生きがいがある」割合が高い地域は、自立度合が高く、かつ主観的幸福感が

「高い」割合が高い傾向がみられます。趣味があり、外出頻度が高い、知的能動性

が高い、活動能力指標が高い等の日常生活の特徴があり、日頃、友人・知人の相談

を受けており、また、社会参加を行っている割合が高くなっています。一般的に、

社会参加によりソーシャル・キャピタル（社会の信頼関係、互酬性、ネットワーク）

が醸成され、地域住民の健康増進につながることがよく知られています。個々の生

活習慣は自分で決めるよりも、社会環境によって左右される部分が大きいことから、

地域での取組などの検討が必要です。
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３３ 高高齢齢者者のの生生活活とと福福祉祉実実態態調調査査かかららみみたた現現状状とと課課題題  

令和４年度に実施した高齢者の生活と福祉実態調査（詳細はＰ６、第１章４参照）の

結果について、次のような現状と課題が抽出されました。

※ 回答比率は、小数第２位を四捨五入しているため、合計が ％にならない場合があ

ります。

（（１１））介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査  

①① 高高齢齢者者のの健健康康・・生生活活のの地地域域差差かかららみみええるる状状況況

三鷹市高齢者計画・第八期介護保険事業計画において、高齢者一人ひとりが生きが

いを持ち、住み慣れた地域で、安心して年齢を重ねることができるよう、地域の住民

や多様な主体が参画し、互いに支え合い、助け合い、頼り合える地域をともに創って

いく「地域共生社会の実現」を目指しています。今般の調査において、日常生活圏域

ごとの課題を探るために、各調査項目の結果から、主に「生きがい」につながる項目

の地域差について述べます。

ア 「井の頭」、「大沢」

「井の頭」、「大沢」の地域では生きがいを持った高齢者の割合が高いこと以外に

も共通点が多くみられました。これらの地域では、日常生活圏域別で自立度合が高

いことに加えて、身体的活動習慣が「ほぼ毎日、週４～５日ある」、ボランティア

や趣味・スポーツ・学習教養等の参加率が高い、本や雑誌、インターネットの利用

が多い、誰かと話をする機会や誰かと食事をする機会があるなど、主観的健康観と

主観的幸福感を高める要素となる身体活動や知的能動性、社会活動に参加する割合

が高い傾向を示しています。「大沢」では、交通のアクセス、かかりつけ医の存在

等の面においては「井の頭」と対照的な調査結果となっていますが、社会参加率が

高い傾向にありました。このことから、社会活動や生きがいは、交通や医療資源へ

のアクセス等のインフラの整備状況などとの相関関係には必ずしもないことが示唆

されています。

イ 「三鷹駅周辺」

「三鷹駅周辺」は、認定状況や身体的活動習慣、知的能動性、社会参加率に関し

ては、「井の頭」、「大沢」と共通して高く、主観的健康感を高めるような結果であ

った一方で、「誰とも話をしない」割合が比較的高く、主観的幸福観を阻害する要

因も見受けられました。

ウ 「連雀」、「新川中原」

「連雀」、「新川中原」においては、一人暮らし高齢者の割合、現在の暮らしの状

況が苦しい割合、何らかの介護を受けている割合が高く、社会参加については低い

傾向である一方、認知症に関する講座の受講意識がある割合が高い等の共通項があ
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りました。「連雀」では町内会・自治会の参加率が他の地域と比較すると高く、「通

いの場」については「忙しく参加できない」割合が低く、「情報提供があれば参加

したい」割合が高い状況でした。「新川中原」では介護予防や健康維持のための

「通いの場」を希望する人の割合が高い状況でした。

エ 「東部」、「西部」

「東部」、「西部」においては、「孤食」の人の割合が高く、また社会参加やボラ

ンティア、趣味、学習教養の参加率、地域づくりなど対外的な活動への参加意向の

ある割合が比較的低い状況でした。「西部」に関しては、他の地域に比べて「老人

クラブ」の参加率が高い状況でした。更に収入のある仕事をしている割合が高く、

主観的健康観が比較的高い結果となりました。「東部」に関しては、認定状況や身

体的活動習慣、社会的参加については中位ではありますが、歩行動作能力が高く、

過去１年間の転倒経験が最も低い状況でした。

オ まとめ

「生きがいがある」割合が高い地域は、自立度合が高く、かつ主観的幸福感が

「高い」割合が高い傾向がみられます。趣味があり、外出頻度が高い、知的能動性

が高い、活動能力指標が高い等の日常生活の特徴があり、日頃、友人・知人の相談

を受けており、また、社会参加を行っている割合が高くなっています。一般的に、

社会参加によりソーシャル・キャピタル（社会の信頼関係、互酬性、ネットワーク）

が醸成され、地域住民の健康増進につながることがよく知られています。個々の生

活習慣は自分で決めるよりも、社会環境によって左右される部分が大きいことから、

地域での取組などの検討が必要です。

22 
 

３３ 高高齢齢者者のの生生活活とと福福祉祉実実態態調調査査かかららみみたた現現状状とと課課題題  

令和４年度に実施した高齢者の生活と福祉実態調査（詳細はＰ６、第１章４参照）の

結果について、次のような現状と課題が抽出されました。

※ 回答比率は、小数第２位を四捨五入しているため、合計が ％にならない場合があ

ります。

（（１１））介介護護予予防防・・日日常常生生活活圏圏域域ニニーーズズ調調査査  

①① 高高齢齢者者のの健健康康・・生生活活のの地地域域差差かかららみみええるる状状況況

三鷹市高齢者計画・第八期介護保険事業計画において、高齢者一人ひとりが生きが

いを持ち、住み慣れた地域で、安心して年齢を重ねることができるよう、地域の住民

や多様な主体が参画し、互いに支え合い、助け合い、頼り合える地域をともに創って

いく「地域共生社会の実現」を目指しています。今般の調査において、日常生活圏域

ごとの課題を探るために、各調査項目の結果から、主に「生きがい」につながる項目

の地域差について述べます。

ア 「井の頭」、「大沢」

「井の頭」、「大沢」の地域では生きがいを持った高齢者の割合が高いこと以外に

も共通点が多くみられました。これらの地域では、日常生活圏域別で自立度合が高

いことに加えて、身体的活動習慣が「ほぼ毎日、週４～５日ある」、ボランティア

や趣味・スポーツ・学習教養等の参加率が高い、本や雑誌、インターネットの利用

が多い、誰かと話をする機会や誰かと食事をする機会があるなど、主観的健康観と

主観的幸福感を高める要素となる身体活動や知的能動性、社会活動に参加する割合

が高い傾向を示しています。「大沢」では、交通のアクセス、かかりつけ医の存在

等の面においては「井の頭」と対照的な調査結果となっていますが、社会参加率が

高い傾向にありました。このことから、社会活動や生きがいは、交通や医療資源へ

のアクセス等のインフラの整備状況などとの相関関係には必ずしもないことが示唆

されています。

イ 「三鷹駅周辺」

「三鷹駅周辺」は、認定状況や身体的活動習慣、知的能動性、社会参加率に関し

ては、「井の頭」、「大沢」と共通して高く、主観的健康感を高めるような結果であ

った一方で、「誰とも話をしない」割合が比較的高く、主観的幸福観を阻害する要

因も見受けられました。

ウ 「連雀」、「新川中原」

「連雀」、「新川中原」においては、一人暮らし高齢者の割合、現在の暮らしの状

況が苦しい割合、何らかの介護を受けている割合が高く、社会参加については低い

傾向である一方、認知症に関する講座の受講意識がある割合が高い等の共通項があ

03-本文-三鷹市計画書.indd   2303-本文-三鷹市計画書.indd   23 2024/03/12   13:23:092024/03/12   13:23:09



25 
 

イ 改善傾向が認められた項目

経年変化を調べた結果、改善傾向が認められた項目は、自分の健康状態を「よ

い」又は「まあよい」と評価している人と、かかりつけの医師が「いる」人の割合

が増加したことです。治療中の病気が「ない」は今回減少したものの、「高血圧」

や「高脂質症」等、かかりつけ医による予防管理が必要な慢性疾患の治療が増加し

ています。

ウ 改善が認められなかった項目

令和元年度調査まで改善傾向が認められたものの今回悪化した項目は、バスや電

車を使って１人で外出、暮らしが「やや苦しい 大変苦しい」、必要な時に十分な医

療・介護が受けられないことについて「非常に やや不安」です。この背景には新

型コロナウイルス感染症により、外出や人との交流の自粛等、今まで当たり前のよ

うに行っていた日々の暮らしが困難になったことによって、医療・介護に対する不

安にもつながるきっかけになったと思われます。加えて、介護不安については自立

の人に多く、要介護度が高くなるにつれて少なくなる傾向にあることから、在宅介

護に関する知識や情報が得られていないことなどにより、在宅介護に対する漠然と

した不安があるものと思われます。このようなことから、介護保険制度等の周知を

丁寧に行うことで不安の解消に努めていく必要があります。

改善が認められなかった又は悪化傾向が認められた項目は、閉じこもり（外出が

週に１回以下）、身体活動習慣、肥満度、ボランティア・スポーツ・趣味・学習教

養等のグループ活動への参加、就労状況、情緒的支援者が不在等の社会的孤立、認

知症に関する意識・態度、介護保険制度への肯定的な評価、介護保険料の負担感で、

まだ多くの課題が残されていることが示されたことから、今後の取組を検討してい

く必要があります。

エ 今後への示唆

令和元年度の調査において、健康状態が大きく改善しているにもかかわらず、メ

ンタルヘルスが改善していないことが報告されていますが、今回もうつリスクに改

善がみられず、主観的幸福感が低下している傾向があります。推測される要因とし

て、新型コロナウイルス感染症による外出や活動の自粛等の近年特有の問題が引き

金になった影響も考えられますが、単身世帯割合の増加、社会活動や社会的つなが

りが希薄化している等の社会的な問題も内在していると考えられます。三鷹市では、

これまでも高齢者の社会活動の推進を図ってきましたが、単身世帯の高齢者が増え

る中、更なる支援体制の充実が必要です。
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本本やや雑雑誌誌のの読読書書とと生生ききががいい 趣趣味味ググルルーーププのの参参加加とと生生ききががいい

②② 高高齢齢者者のの健健康康・・生生活活のの経経年年変変化化かからら見見ええるる状状況況

ア 経年比較分析

平成 年度、平成 年度、令和元年度に実施した調査の結果と令和４年度に実

施した調査の結果を比較し、高齢者の健康や生活等の変化を調べました。なお、各

調査の回収状況が異なり、特に令和４年度の調査では従来の調査より属性情報が少

なく、また、インターネット調査を新たに導入したことが結果に影響を及ぼしてい

る可能性があり、調査結果の単純な比較には一定の注意が必要です。しかし、回答

者の性別、年齢階級、要介護認定者、日常生活圏域の分布は、過去３回の調査と今

回の調査で同程度であったことを踏まえると、概況を把握するうえでの参考資料に

はなり得ると考えられます。
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主主観観的的健健康康観観・・幸幸福福感感のの変変化化

（（２２））要要支支援援・・要要介介護護認認定定者者とと介介護護者者のの生生活活とと福福祉祉にに関関すするる調調査査 

①① 在在宅宅介介護護のの限限界界点点をを高高めめるるたためめのの支支援援

今後、要介護度が高くなった際に生活したい場所について、「自宅」の割合が約６

割を占めました。要介護度が高くなっても、在宅生活の継続を望む傾向がみられる

中、介護者が不安に感じる介護の側面からみた場合、「認知症状への対応」と「夜間

の排泄」の二つが在宅生活の継続に影響を与える大きな要素として捉えることがで

き、これらの介護への不安をいかに軽減していくかが、在宅生活を継続できる限界

点を高めるための重要なポイントになると考えられます。そこで、「要介護者の在宅

生活の継続」の達成に向けて、「認知症状への対応」と「夜間の排泄」に係る介護者

不安の軽減に必要となる施策をどのように実施していくかについて、地域の関係者

間で共有し、具体的な取組につなげていくことが必要です。

在宅介護の限界点を高めていくためには、これらの介護に対するサービスの拡充

や重点化が必要となりますが、社会資源が限られている中では、関係者間の連携に

よって既存のサービスを組み合わせることで、ニーズに合わせた柔軟な対応を行う

ことが求められます。

②② 仕仕事事とと介介護護のの両両立立にに向向けけたた支支援援

介護をしながら仕事を継続している主たる介護者のうち、「問題はあるが、何とか

続けていける」又は「続けていくのは難しい」とする層が不安を感じる介護につい

ては、「認知症状への対応」、「入浴・洗身」、「日中の排泄」、「夜間の排泄」と回答し

た割合が高い傾向がみられました。これらの介護への不安をいかに軽減していくか

が、仕事と介護の両立に向けた支援において重要であると考えられます。

なお、仕事を「問題なく、続けていける」又は「続けていくのは難しい」と回答

した層は、要介護度や認知症高齢者の日常生活自立度の状態から、支援のニーズそ

主観的健康観「よい まあよい」（５段階評価）

主観的健康観「よい まあよい」（４段階評価）

主観的幸福感 高（８～ 点）

主観的幸福感 中（５～７点）

主観的幸福感 低（０～４点）

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和４年度
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高高齢齢者者のの健健康康・・生生活活のの経経年年変変化化 
身身体体活活動動のの変変化化

社社会会活活動動のの変変化化

つつななががりりのの変変化化

バスや電車を使って 人で外出

暮らしが「やや苦しい 大変苦しい」

閉じこもりリスク（外出頻度が週に 回以下）

ほぼ毎日１日 分以上、身体を動かす

昨年と比べて外出頻度が減っている

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和４年度

ボランティアのグループに参加

スポーツ関係のグループに参加

趣味関係のグループに参加

学習・教養のグループに参加

収入のある仕事を月に 回以上

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和４年度

単身世帯の割合

誰とも話をしない日が週に 日以上

誰かと食事をする機会「ほとんどない 年に数回」

情緒的支援者がいる

手段的支援者がいる

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和４年度
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主観的健康観「よい まあよい」（５段階評価）

主観的健康観「よい まあよい」（４段階評価）

主観的幸福感 高（８～ 点）

主観的幸福感 中（５～７点）

主観的幸福感 低（０～４点）

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和４年度

26

高高齢齢者者のの健健康康・・生生活活のの経経年年変変化化 
身身体体活活動動のの変変化化

社社会会活活動動のの変変化化

つつななががりりのの変変化化

バスや電車を使って 人で外出

暮らしが「やや苦しい 大変苦しい」

閉じこもりリスク（外出頻度が週に 回以下）

ほぼ毎日１日 分以上、身体を動かす

昨年と比べて外出頻度が減っている

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和４年度

ボランティアのグループに参加

スポーツ関係のグループに参加

趣味関係のグループに参加

学習・教養のグループに参加

収入のある仕事を月に 回以上

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和４年度

単身世帯の割合

誰とも話をしない日が週に 日以上

誰かと食事をする機会「ほとんどない 年に数回」

情緒的支援者がいる

手段的支援者がいる

平成 年度

平成 年度

令和元年度

令和４年度
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29

介介護護者者がが不不安安にに感感じじるる介介護護（（要要介介護護度度別別）） 同同（（就就労労継継続続見見込込みみ別別））

③③ 三三鷹鷹市市版版地地域域包包括括ケケアアのの「「基基本本目目標標」」実実現現ののたためめにに

今後利用したいサービスとしては、「訪問診療、往診」、「訪問リハビリテーション」

の順に割合が高く、要介護度別では、「要介護３以上」でいずれも他の要介護度より

割合が高い状況でした。また、「要介護３以上」の約４割の方が、「生きがいがある」

又は「生きがいとしてやってみたいことがある」と回答しており、やってみたいこ

ととして「趣味やスポーツ、レジャー」、「友人との交流」、「家族やペットとの交流」

が上位を占めました。また、今後、要介護度が高くなった際に生活したい場所とし

て、全ての要介護度において約６割の方が「現在の住宅に住み続けたい」と回答し

ています。

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ

（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、

送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事

（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

要支援１・２

要介護１・２

要介護３以上

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ

（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、

送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事

（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

問題なく続けていける

問題はあるが何とか続

けていける

続けていくのは難しい

28

のものが低い可能性もあります。そのため、施策の検討に当たっては、「問題はある

が、何とか続けていける」と回答した層に向けた介護サービスや、職場への働きか

けを通じた支援を考えていくことが効果的であると考えられます。

また、介護者の就労状況等により関わる介護が異なることから、介護サービスに

対するニーズは、要介護者の状況だけでなく、介護者の就労状況等によっても異な

ると考えられます。介護者の多様な就労状況に合わせた柔軟な対応が可能となる訪

問系サービスや通所系サービスの組み合わせなどを活用できる環境を整えることが、

仕事と介護の両立支援のポイントになると考えられます。

今今後後介介護護度度がが高高くくななっったた際際のの生生活活場場所所

全体

要支援１・２

要介護１・２

要介護３以上

現在の住宅に住み続けたい
子どもや親族の家かその近くの一般の住宅に移りたい
高齢者向け住宅に入居したい
介護保険で入居できる施設に入居したい
その他の一般の住宅に移りたい（環境が良好など）
その他
わからない
無回答
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29

介介護護者者がが不不安安にに感感じじるる介介護護（（要要介介護護度度別別）） 同同（（就就労労継継続続見見込込みみ別別））

③③ 三三鷹鷹市市版版地地域域包包括括ケケアアのの「「基基本本目目標標」」実実現現ののたためめにに

今後利用したいサービスとしては、「訪問診療、往診」、「訪問リハビリテーション」

の順に割合が高く、要介護度別では、「要介護３以上」でいずれも他の要介護度より

割合が高い状況でした。また、「要介護３以上」の約４割の方が、「生きがいがある」

又は「生きがいとしてやってみたいことがある」と回答しており、やってみたいこ

ととして「趣味やスポーツ、レジャー」、「友人との交流」、「家族やペットとの交流」

が上位を占めました。また、今後、要介護度が高くなった際に生活したい場所とし

て、全ての要介護度において約６割の方が「現在の住宅に住み続けたい」と回答し

ています。

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ

（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、

送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事

（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

要支援１・２

要介護１・２

要介護３以上

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助

（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ

（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、

送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応

（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事

（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に

必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、

特にない

主な介護者に確認しないと、

わからない

問題なく続けていける

問題はあるが何とか続

けていける

続けていくのは難しい

28

のものが低い可能性もあります。そのため、施策の検討に当たっては、「問題はある

が、何とか続けていける」と回答した層に向けた介護サービスや、職場への働きか

けを通じた支援を考えていくことが効果的であると考えられます。

また、介護者の就労状況等により関わる介護が異なることから、介護サービスに

対するニーズは、要介護者の状況だけでなく、介護者の就労状況等によっても異な

ると考えられます。介護者の多様な就労状況に合わせた柔軟な対応が可能となる訪

問系サービスや通所系サービスの組み合わせなどを活用できる環境を整えることが、

仕事と介護の両立支援のポイントになると考えられます。

今今後後介介護護度度がが高高くくななっったた際際のの生生活活場場所所

全体

要支援１・２

要介護１・２

要介護３以上

現在の住宅に住み続けたい
子どもや親族の家かその近くの一般の住宅に移りたい
高齢者向け住宅に入居したい
介護保険で入居できる施設に入居したい
その他の一般の住宅に移りたい（環境が良好など）
その他
わからない
無回答

03-本文-三鷹市計画書.indd   2903-本文-三鷹市計画書.indd   29 2024/03/11   17:56:232024/03/11   17:56:23



31

生生ききががいいととししててややっっててみみたたいいここととのの有有無無

生生ききががいいととししててややっっててみみたたいいここととのの内内容容

全体

要支援１・２

要介護１・２

要介護３以上

ある 思いつかない 無回答

趣味やスポーツ、レジャー

家族やペットとの交流

仕事、軽作業

勉強、生涯学習、パソコン教室

友人との交流

健康づくり、介護予防

ボランティア活動、社会貢献

要支援１・２

要介護１・２

要介護３以上

30

生活の中の「はりあい」や「楽しみ」、「大切にしている付き合い」など、本人の

思いをしっかりとくみ取り、本人の意欲や能力を引き出す「ケアマネジメント」に

ついて、地域全体で改めて共通の認識とする必要があります。そして、要介護度が

高くなっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし、最期まで「望む生活」を「なじ

みの」環境の中で続けられるようにするためには、介護保険サービスだけでなく、

近所や友人との助け合い、ＮＰＯ法人やボランティア団体の支援、民間サービスな

どを最大限活用することが重要です。

今後は、具体的にどのような支援が望ましいのかを地域全体で議論して、三鷹市の

強みである「地域ケアネットワーク」を深化・推進させていくことが必要です。

仕事を辞めてからやることがなくなって外出の機会が減る、生活リズムが崩れる、

配偶者や親しい友人の病気、入院、入所などにより話し相手や交流の機会が失われる、

新型コロナウイルス感染症による行動制限も重なって外出の範囲が狭くなる等、高齢

者になると社会とのつながりを喪失しがちになります。

生きがいを持って幸せに暮らせる社会とは、高齢者のみならず、全ての世代が目指

す社会像と考えられます。そして、社会とのつながりを保ちにくい高齢者については、

「生きがいを持って暮らす」ことを特に強く意識する必要があります。三鷹市民と医

療・介護の事業者、行政とが、孤立しがちな市民の課題と地域包括ケアのビジョンを

共有して、年齢を重ねて要介護度が高くなっても、生きがいを持ち続け、自分らしく

暮らせる「支え合いのしくみ」をともに創っていくことが必要です。

今今後後ののササーービビスス利利用用意意向向

訪問入浴介護

訪問リハビリテーション

認知症高齢者グループホーム

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

訪問診療、往診

権利擁護事業

配食サービス

リフト付きタクシー

利用したい 利用しなくてよい わからない 無回答
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31

生生ききががいいととししててややっっててみみたたいいここととのの有有無無

生生ききががいいととししててややっっててみみたたいいここととのの内内容容

全体

要支援１・２

要介護１・２

要介護３以上

ある 思いつかない 無回答

趣味やスポーツ、レジャー

家族やペットとの交流

仕事、軽作業

勉強、生涯学習、パソコン教室

友人との交流

健康づくり、介護予防

ボランティア活動、社会貢献

要支援１・２

要介護１・２

要介護３以上

30

生活の中の「はりあい」や「楽しみ」、「大切にしている付き合い」など、本人の

思いをしっかりとくみ取り、本人の意欲や能力を引き出す「ケアマネジメント」に

ついて、地域全体で改めて共通の認識とする必要があります。そして、要介護度が

高くなっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし、最期まで「望む生活」を「なじ

みの」環境の中で続けられるようにするためには、介護保険サービスだけでなく、

近所や友人との助け合い、ＮＰＯ法人やボランティア団体の支援、民間サービスな

どを最大限活用することが重要です。

今後は、具体的にどのような支援が望ましいのかを地域全体で議論して、三鷹市の

強みである「地域ケアネットワーク」を深化・推進させていくことが必要です。

仕事を辞めてからやることがなくなって外出の機会が減る、生活リズムが崩れる、

配偶者や親しい友人の病気、入院、入所などにより話し相手や交流の機会が失われる、

新型コロナウイルス感染症による行動制限も重なって外出の範囲が狭くなる等、高齢

者になると社会とのつながりを喪失しがちになります。

生きがいを持って幸せに暮らせる社会とは、高齢者のみならず、全ての世代が目指

す社会像と考えられます。そして、社会とのつながりを保ちにくい高齢者については、

「生きがいを持って暮らす」ことを特に強く意識する必要があります。三鷹市民と医

療・介護の事業者、行政とが、孤立しがちな市民の課題と地域包括ケアのビジョンを

共有して、年齢を重ねて要介護度が高くなっても、生きがいを持ち続け、自分らしく

暮らせる「支え合いのしくみ」をともに創っていくことが必要です。

今今後後ののササーービビスス利利用用意意向向

訪問入浴介護

訪問リハビリテーション

認知症高齢者グループホーム

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

訪問診療、往診

権利擁護事業

配食サービス

リフト付きタクシー

利用したい 利用しなくてよい わからない 無回答
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33

三三鷹鷹市市のの介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめのの事事業業のの認認知知度度

三三鷹鷹市市のの介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめのの事事業業のの役役立立ちち度度

介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめにに三三鷹鷹市市にに取取りり組組んんでで欲欲ししいいこことと（（上上位位 項項目目））

介護職員初任者研修費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

介護福祉士資格取得費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員向け研修事業

介護ロボット等導入支援事業

知っていた 知らなかった 無回答

介護職員初任者研修費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

介護福祉士資格取得費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員向け研修事業

介護ロボット等導入支援事業

非常に役立つ 多少役立つ あまり役立たない まったく役立たない 無回答

福利厚生への助成

無料職業紹介、マッチング支援等の開催

職員の育児と仕事の両立支援

職員の家賃補助の対象を拡大

潜在有資格者の人財登録、マッチング支援

介護事業所の 、介護職支援の事業の

若年者への介護に関する仕事の啓発

研修や講習会の開催

介護を知るための体験型イベント等の開催

資格取得時の費用負担の充実

事業者が独自に行う研修への補助

令和 年度

令和元年度

33

三三鷹鷹市市のの介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめのの事事業業のの認認知知度度

三三鷹鷹市市のの介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめのの事事業業のの役役立立ちち度度

介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめにに三三鷹鷹市市にに取取りり組組んんでで欲欲ししいいこことと（（上上位位 項項目目））

介護職員初任者研修費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

介護福祉士資格取得費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員向け研修事業

介護ロボット等導入支援事業

知っていた 知らなかった 無回答

介護職員初任者研修費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

介護福祉士資格取得費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員向け研修事業

介護ロボット等導入支援事業

非常に役立つ 多少役立つ あまり役立たない まったく役立たない 無回答

福利厚生への助成

無料職業紹介、マッチング支援等の開催

職員の育児と仕事の両立支援

職員の家賃補助の対象を拡大

潜在有資格者の人財登録、マッチング支援

介護事業所の 、介護職支援の事業の

若年者への介護に関する仕事の啓発

研修や講習会の開催

介護を知るための体験型イベント等の開催

資格取得時の費用負担の充実

事業者が独自に行う研修への補助

令和 年度

令和元年度
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（（３３））介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着等等にに関関すするるアアンンケケーートト調調査査  

①① 介介護護ササーービビスス事事業業所所調調査査

ア 介護人財確保・定着・育成のための事業に対する意見・要望

＜三鷹市が実施している支援事業＞

三鷹市が介護人財の確保・定着・育成のために実施している事業のうち、令和元

年度時点でも行っていた事業については、いずれも「知っていた」が増加しており、

認知度が高まっている様子がうかがえます。しかし、「保育園優先入所」について

は、「知っていた」は３割程度に留まっています。

三鷹市が介護人財の確保・定着・育成のために実施している事業の中で、「非常

に役立つ」との回答割合が最も高い状況だった事業は、「介護福祉士実務者研修費

補助事業」であり、次いで「介護福祉士資格取得費補助事業」と「保育園優先入所」

が同順位です。「介護福祉士実務者研修費補助事業」及び「介護福祉士資格取得費

補助事業」は、研修や資格取得のため１人当たり 円を上限に補助する制度

で、介護に従事する者のキャリアパス形成を支援するものであり、介護人財を確保

し、職場に定着してもらううえで、効果的な事業として受け止められたものと考え

られます。

令和元年度時点でも行っていた事業について「非常に役立つ」と「多少役立つ」

の合計割合は、いずれの事業でも今回の調査で減少していましたが、評価に当たっ

ては令和元年度の回答数が少ないことの影響も考慮に入れる必要があります。

＜三鷹市に取り組んで欲しいこと＞

上記の事業以外で、三鷹市に取り組んで欲しいこととして要望が多かったのは、

「福利厚生への助成」、「無料職業紹介、マッチング支援、就職相談会等の開催」、

「潜在有資格者の人財登録、マッチング支援」、「職員の育児と仕事の両立支援（保

育園への優先入園等）」、「職員の家賃補助の対象を拡大」の順です。いずれも令和

元年度より割合が増加していましたが、特に「無料職業紹介、マッチング支援、就

職相談会等の開催」及び「潜在有資格者の人財登録、マッチング支援」の２項目は

前回より ポイント程度増加しており、三鷹市に対する雇用面での媒介支援を望

む声が大きくなっています。また、知識やスキル向上のための研修や講習会の開催

を期待する意見も増えており、三鷹市が主催する研修会や情報交換会等の場の充実

が、一層期待されています。
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33

三三鷹鷹市市のの介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめのの事事業業のの認認知知度度

三三鷹鷹市市のの介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめのの事事業業のの役役立立ちち度度

介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめにに三三鷹鷹市市にに取取りり組組んんでで欲欲ししいいこことと（（上上位位 項項目目））

介護職員初任者研修費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

介護福祉士資格取得費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員向け研修事業

介護ロボット等導入支援事業

知っていた 知らなかった 無回答

介護職員初任者研修費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

介護福祉士資格取得費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員向け研修事業

介護ロボット等導入支援事業

非常に役立つ 多少役立つ あまり役立たない まったく役立たない 無回答

福利厚生への助成

無料職業紹介、マッチング支援等の開催

職員の育児と仕事の両立支援

職員の家賃補助の対象を拡大

潜在有資格者の人財登録、マッチング支援

介護事業所の 、介護職支援の事業の

若年者への介護に関する仕事の啓発

研修や講習会の開催

介護を知るための体験型イベント等の開催

資格取得時の費用負担の充実

事業者が独自に行う研修への補助

令和 年度

令和元年度

33

三三鷹鷹市市のの介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめのの事事業業のの認認知知度度

三三鷹鷹市市のの介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめのの事事業業のの役役立立ちち度度

介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着・・育育成成ののたためめにに三三鷹鷹市市にに取取りり組組んんでで欲欲ししいいこことと（（上上位位 項項目目））

介護職員初任者研修費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

介護福祉士資格取得費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員向け研修事業

介護ロボット等導入支援事業

知っていた 知らなかった 無回答

介護職員初任者研修費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

介護福祉士資格取得費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員向け研修事業

介護ロボット等導入支援事業

非常に役立つ 多少役立つ あまり役立たない まったく役立たない 無回答

福利厚生への助成

無料職業紹介、マッチング支援等の開催

職員の育児と仕事の両立支援

職員の家賃補助の対象を拡大

潜在有資格者の人財登録、マッチング支援

介護事業所の 、介護職支援の事業の

若年者への介護に関する仕事の啓発

研修や講習会の開催

介護を知るための体験型イベント等の開催

資格取得時の費用負担の充実

事業者が独自に行う研修への補助

令和 年度

令和元年度
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（（３３））介介護護人人財財のの確確保保・・定定着着等等にに関関すするるアアンンケケーートト調調査査  

①① 介介護護ササーービビスス事事業業所所調調査査

ア 介護人財確保・定着・育成のための事業に対する意見・要望

＜三鷹市が実施している支援事業＞

三鷹市が介護人財の確保・定着・育成のために実施している事業のうち、令和元

年度時点でも行っていた事業については、いずれも「知っていた」が増加しており、

認知度が高まっている様子がうかがえます。しかし、「保育園優先入所」について

は、「知っていた」は３割程度に留まっています。

三鷹市が介護人財の確保・定着・育成のために実施している事業の中で、「非常

に役立つ」との回答割合が最も高い状況だった事業は、「介護福祉士実務者研修費

補助事業」であり、次いで「介護福祉士資格取得費補助事業」と「保育園優先入所」

が同順位です。「介護福祉士実務者研修費補助事業」及び「介護福祉士資格取得費

補助事業」は、研修や資格取得のため１人当たり 円を上限に補助する制度

で、介護に従事する者のキャリアパス形成を支援するものであり、介護人財を確保

し、職場に定着してもらううえで、効果的な事業として受け止められたものと考え

られます。

令和元年度時点でも行っていた事業について「非常に役立つ」と「多少役立つ」

の合計割合は、いずれの事業でも今回の調査で減少していましたが、評価に当たっ

ては令和元年度の回答数が少ないことの影響も考慮に入れる必要があります。

＜三鷹市に取り組んで欲しいこと＞

上記の事業以外で、三鷹市に取り組んで欲しいこととして要望が多かったのは、

「福利厚生への助成」、「無料職業紹介、マッチング支援、就職相談会等の開催」、

「潜在有資格者の人財登録、マッチング支援」、「職員の育児と仕事の両立支援（保

育園への優先入園等）」、「職員の家賃補助の対象を拡大」の順です。いずれも令和

元年度より割合が増加していましたが、特に「無料職業紹介、マッチング支援、就

職相談会等の開催」及び「潜在有資格者の人財登録、マッチング支援」の２項目は

前回より ポイント程度増加しており、三鷹市に対する雇用面での媒介支援を望

む声が大きくなっています。また、知識やスキル向上のための研修や講習会の開催

を期待する意見も増えており、三鷹市が主催する研修会や情報交換会等の場の充実

が、一層期待されています。
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35

効効果果ののああっったた採採用用手手段段

ウ 地域包括ケアのビジョン

三鷹市高齢者計画・第八期介護保険事業計画の基本目標（地域共生社会の実現）

の達成のために必要なこととして介護サービス事業所から挙げられた回答は、「地

域の支え合いのしくみづくり」が約８割を占め、次いで「地域のサロンや健康教室

の情報提供」、「就労や軽作業の仲介・あっせん」等でした。

高齢者や障がい者、子どもをはじめとする全ての市民が住み慣れた地域（住宅）

での生活を続けるために必要となる生活支援（インフォーマルサービス）について

は、「声かけ、見守り等による安否確認」が最も高く、次いで「移送ドライバー、

通院等の外出支援」、「生活に関する相談・話し相手」でした。

事業所で行っている地域との関わりについて、「地域の自治組織やまちづくり組

織等に、スタッフや支援者として参加」、「事業所内に無料の相談窓口を開設」、「利

用者やその家族が利用者宅の近所にある通いの場や交流の場に参加できるよう支

援」、「事業所が所在する地域の行事・イベント等に参加（ブース出店など）」で

「行っている」と「今後行いたい」の合計が６割を超えており、積極的に地域づく

りに参画する意向が示されました。

計画の基本目標である「高齢者一人ひとりが生きがいを持ち、住み慣れた地域で、

安心して年齢を重ねることができるよう、地域の住民や多様な主体が参画し、互い

に支え合い、助け合い、頼りあえるまち」を実現するためには、市民と医療・介護

の事業者、行政とが、孤立しがちな市民の課題と地域包括ケアのビジョンを共有し

て、高齢者を含む全ての市民が生きがいを持って暮らせる「地域包括ケアシステム

（支え合いのしくみ）」を構築し、その深化・推進に取り組んでいくことが求めら

れています。

民間機関による職業紹介

求人情報誌、求人情報サイト

ハローワーク

職員、知人からの紹介

自社のホームページ

学校、養成機関からの紹介

折り込みチラシ、新聞等の広告

養成講座修了者を勧誘

その他

無回答

令和 年度

令和元年度

34

イ 人財確保の現状と課題

＜従業員の過不足状況＞

従業員の過不足状況については、約４割の事業所が「（大いに）不足」と回答し

ており、特に訪問介護員については約８割の事業所が「（大いに）不足」となって

います。これらは令和元年度と比べてほぼ同様であり、改善がみられませんでした。

介護サービス事業を運営するうえでの問題点をみると、全体では、「良質な人財

の確保が難しい」が最も高く、次いで「今の介護報酬では、人財の確保・定着のた

めに十分な賃金を払えない」、「指定介護サービス提供に関する書類作成が煩雑で、

時間に追われている」、「新規利用者の確保が難しい」であり、令和元年度と比べて、

順位に大きな変化は見られませんでしたが、「新規利用者の確保が難しい」とする

割合が増加しました。

＜効果のあった採用手段＞

職員の採用に用いている手段の中で最も効果のあったものとしては「民間機関に

よる職業紹介」という意見が多くありました。「民間機関による職業紹介」は紹介

料が高額な場合も少なくないため、三鷹市に対して「無料職業紹介、マッチング支

援、就職相談会等の開催」を求める意見も多く挙がりました。このように、本調査

で得られた情報を基に、介護人財の確保・定着・育成のための事業を、更に検討し

ていきます。

従業業員のの過過不不足足状況況（（各各職職種種ににつついいてて「「当当該該職職種種ははいいなないい」」とと答答ええたた事事業業所所はは除除外外ししてて分分析析ししたた。。））

令和 年度

令和元年度

大いに不足 不足 やや不足 適当 過剰
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35

効効果果ののああっったた採採用用手手段段

ウ 地域包括ケアのビジョン

三鷹市高齢者計画・第八期介護保険事業計画の基本目標（地域共生社会の実現）

の達成のために必要なこととして介護サービス事業所から挙げられた回答は、「地

域の支え合いのしくみづくり」が約８割を占め、次いで「地域のサロンや健康教室

の情報提供」、「就労や軽作業の仲介・あっせん」等でした。

高齢者や障がい者、子どもをはじめとする全ての市民が住み慣れた地域（住宅）

での生活を続けるために必要となる生活支援（インフォーマルサービス）について

は、「声かけ、見守り等による安否確認」が最も高く、次いで「移送ドライバー、

通院等の外出支援」、「生活に関する相談・話し相手」でした。

事業所で行っている地域との関わりについて、「地域の自治組織やまちづくり組

織等に、スタッフや支援者として参加」、「事業所内に無料の相談窓口を開設」、「利

用者やその家族が利用者宅の近所にある通いの場や交流の場に参加できるよう支

援」、「事業所が所在する地域の行事・イベント等に参加（ブース出店など）」で

「行っている」と「今後行いたい」の合計が６割を超えており、積極的に地域づく

りに参画する意向が示されました。

計画の基本目標である「高齢者一人ひとりが生きがいを持ち、住み慣れた地域で、

安心して年齢を重ねることができるよう、地域の住民や多様な主体が参画し、互い

に支え合い、助け合い、頼りあえるまち」を実現するためには、市民と医療・介護

の事業者、行政とが、孤立しがちな市民の課題と地域包括ケアのビジョンを共有し

て、高齢者を含む全ての市民が生きがいを持って暮らせる「地域包括ケアシステム

（支え合いのしくみ）」を構築し、その深化・推進に取り組んでいくことが求めら

れています。

民間機関による職業紹介

求人情報誌、求人情報サイト

ハローワーク

職員、知人からの紹介

自社のホームページ

学校、養成機関からの紹介

折り込みチラシ、新聞等の広告

養成講座修了者を勧誘

その他

無回答

令和 年度

令和元年度

34

イ 人財確保の現状と課題

＜従業員の過不足状況＞

従業員の過不足状況については、約４割の事業所が「（大いに）不足」と回答し

ており、特に訪問介護員については約８割の事業所が「（大いに）不足」となって

います。これらは令和元年度と比べてほぼ同様であり、改善がみられませんでした。

介護サービス事業を運営するうえでの問題点をみると、全体では、「良質な人財

の確保が難しい」が最も高く、次いで「今の介護報酬では、人財の確保・定着のた

めに十分な賃金を払えない」、「指定介護サービス提供に関する書類作成が煩雑で、

時間に追われている」、「新規利用者の確保が難しい」であり、令和元年度と比べて、

順位に大きな変化は見られませんでしたが、「新規利用者の確保が難しい」とする

割合が増加しました。

＜効果のあった採用手段＞

職員の採用に用いている手段の中で最も効果のあったものとしては「民間機関に

よる職業紹介」という意見が多くありました。「民間機関による職業紹介」は紹介

料が高額な場合も少なくないため、三鷹市に対して「無料職業紹介、マッチング支

援、就職相談会等の開催」を求める意見も多く挙がりました。このように、本調査

で得られた情報を基に、介護人財の確保・定着・育成のための事業を、更に検討し

ていきます。

従従業業員員のの過過不不足足状状況況（（各各職職種種ににつついいてて「「当当該該職職種種ははいいなないい」」とと答答ええたた事事業業所所はは除除外外ししてて分分析析ししたた。。））

令和 年度

令和元年度

大いに不足 不足 やや不足 適当 過剰
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37

労労働働条条件件やや仕仕事事のの負負担担（（「「非非常常ににああててははままるる」」とと「「少少ししああててははままるる」」のの合合計計、、上上位位 項項目目））

＜仕事上の悩み、不安、不満等への取組＞

仕事上の悩み、不安、不満等を解消するうえで役立っている職場での取組とし

て、「介護能力の向上に向けた研修」、「定期的な健康診断の実施」、「実務の中で、

上司や先輩から指導や助言を受ける機会の設定」が挙げられました。令和元年度と

比較すると、「介護能力の向上に向けた研修」、「介護に関する事例検討会の開催」

が減少していました。コロナ禍において、研修会や検討会の開催が困難になってい

るものと考えられますが、平常化に向けて、市内の事業所にも普及できるような好

事例についての情報提供を三鷹市が実施したり、事業所を超えて市内で働く介護・

看護職員が相互に相談・助言、事例検討等をできるような場を三鷹市が設定するこ

とも、人財の定着・育成につながる支援として考えられます。

今般の調査を通して「介護職員」に多くの負荷がかかり、不満も増加している様

子がうかがえます。処遇改善、研修や検討会を含めた教育・能力開発、タブレット

導入等のＩＣＴによる記録支援や介護ロボットによる労働時間や負荷軽減等につい

て、介護の現場のみならず地域全体の課題として捉え、介護人財がより安心して業

務に取り組めるような支援が必要であると考えます。

人手が足りない

仕事の内容のわりに賃金が低い

業務に対する社会的評価が低い

身体的な負担

健康面に不安

精神的にきつい

労働時間が不規則

適切なケアか不安

夜間が不安

福祉機器・操作に不安

令和 年度

令和元年度

36

高高齢齢者者計計画画・・第第八八期期介介護護保保険険事事業業計計画画のの基基本本目目標標実実現現にに必必要要ななこことと

地地域域ににおおけけるる生生活活支支援援（（イインンフフォォーーママルルササーービビスス））

②② 介介護護・・看看護護職職員員調調査査

ア 介護・看護職員の労働環境

＜労働条件や仕事内容＞

労働条件や仕事内容に関して多くの人から指摘された問題は、「人手が足りない」、

「業務に対する社会的評価が低い」、「身体的な負担が大きい」、「仕事の内容のわり

に賃金が低い」でした。令和元年度と比べると、「仕事の内容のわりに賃金が低い」

と感じる割合が ポイント、また、「人手が足りない」と感じる割合が ポイ

ント増加しました。特に、介護職員から「労働時間が不規則である」、「有給休暇を

取りにくい」、「精神的にきつい」、「夜間や深夜時間帯に何か起きるのではないかと

不安がある」、「健康面（感染症、ケガ）の不安がある」といった問題が多く指摘さ

れました。令和元年度と比較して「訪問介護員」以外の全ての職種で労働時間の増

加がみられており、介護・看護職員の負荷が増大している様子がうかがえます。

地域の支え合いのしくみづくり

地域のサロンや健康教室の情報提供

就労や軽作業の仲介・あっせん

地域の福祉団体等での就労機会の提供

地域の趣味やスポーツの会の情報提供

空き店舗等を活用した活動拠点の支援

教室や生涯学習の開催

市の施設の夜間・休日の解放

その他

特にない

令和 年度

声かけ、見守り等による安否確認
移送ドライバー、通院等の外出支援

生活に関する相談・話し相手
食材や日用品等の買い物代行

弁当や食材配達等の配食
ごみ出し

日常的な掃除、洗濯、炊事等の家事
市役所や銀行、郵便局への付き添い

利用者家族等への助言、支援
サロンや地域カフェなど交流の場

認知症予防の脳トレ
健康体操や筋力維持の運動指導
草取りや水やり等の庭の手入れ

その他

令和 年度
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37

労労働働条条件件やや仕仕事事のの負負担担（（「「非非常常ににああててははままるる」」とと「「少少ししああててははままるる」」のの合合計計、、上上位位 項項目目））

＜仕事上の悩み、不安、不満等への取組＞

仕事上の悩み、不安、不満等を解消するうえで役立っている職場での取組とし

て、「介護能力の向上に向けた研修」、「定期的な健康診断の実施」、「実務の中で、

上司や先輩から指導や助言を受ける機会の設定」が挙げられました。令和元年度と

比較すると、「介護能力の向上に向けた研修」、「介護に関する事例検討会の開催」

が減少していました。コロナ禍において、研修会や検討会の開催が困難になってい

るものと考えられますが、平常化に向けて、市内の事業所にも普及できるような好

事例についての情報提供を三鷹市が実施したり、事業所を超えて市内で働く介護・

看護職員が相互に相談・助言、事例検討等をできるような場を三鷹市が設定するこ

とも、人財の定着・育成につながる支援として考えられます。

今般の調査を通して「介護職員」に多くの負荷がかかり、不満も増加している様

子がうかがえます。処遇改善、研修や検討会を含めた教育・能力開発、タブレット

導入等のＩＣＴによる記録支援や介護ロボットによる労働時間や負荷軽減等につい

て、介護の現場のみならず地域全体の課題として捉え、介護人財がより安心して業

務に取り組めるような支援が必要であると考えます。

人手が足りない

仕事の内容のわりに賃金が低い

業務に対する社会的評価が低い

身体的な負担

健康面に不安

精神的にきつい

労働時間が不規則

適切なケアか不安

夜間が不安

福祉機器・操作に不安

令和 年度

令和元年度

36

高高齢齢者者計計画画・・第第八八期期介介護護保保険険事事業業計計画画のの基基本本目目標標実実現現にに必必要要ななこことと

地地域域ににおおけけるる生生活活支支援援（（イインンフフォォーーママルルササーービビスス））

②② 介介護護・・看看護護職職員員調調査査

ア 介護・看護職員の労働環境

＜労働条件や仕事内容＞

労働条件や仕事内容に関して多くの人から指摘された問題は、「人手が足りない」、

「業務に対する社会的評価が低い」、「身体的な負担が大きい」、「仕事の内容のわり

に賃金が低い」でした。令和元年度と比べると、「仕事の内容のわりに賃金が低い」

と感じる割合が ポイント、また、「人手が足りない」と感じる割合が ポイ

ント増加しました。特に、介護職員から「労働時間が不規則である」、「有給休暇を

取りにくい」、「精神的にきつい」、「夜間や深夜時間帯に何か起きるのではないかと

不安がある」、「健康面（感染症、ケガ）の不安がある」といった問題が多く指摘さ

れました。令和元年度と比較して「訪問介護員」以外の全ての職種で労働時間の増

加がみられており、介護・看護職員の負荷が増大している様子がうかがえます。

地域の支え合いのしくみづくり

地域のサロンや健康教室の情報提供

就労や軽作業の仲介・あっせん

地域の福祉団体等での就労機会の提供

地域の趣味やスポーツの会の情報提供

空き店舗等を活用した活動拠点の支援

教室や生涯学習の開催

市の施設の夜間・休日の解放

その他

特にない

令和 年度

声かけ、見守り等による安否確認
移送ドライバー、通院等の外出支援

生活に関する相談・話し相手
食材や日用品等の買い物代行

弁当や食材配達等の配食
ごみ出し

日常的な掃除、洗濯、炊事等の家事
市役所や銀行、郵便局への付き添い

利用者家族等への助言、支援
サロンや地域カフェなど交流の場

認知症予防の脳トレ
健康体操や筋力維持の運動指導
草取りや水やり等の庭の手入れ

その他

令和 年度
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39 
 

取組により、徐々に処遇が向上してきているものの十分とは言えず、更なる処遇改

善が求められていることがうかがえます。処遇改善は主に国における議論が必要で

すが、「就労環境の周知・改善」、「研修・人財育成・人財確保」については、三鷹

市においても具体的な検討を行っていく必要があります。

＜就労環境の周知・改善の取組＞

「就労環境の周知・改善」については、介護現場の状況をよく理解して欲しいと

の意見や、介護の仕事のイメージを良くする啓発活動を希望する意見も多数寄せら

れました。仕事上の悩みとして「業務に対する社会的評価が低い」ことを多くの回

答者が問題として指摘していました。子どもから高齢者まで、市民に対して介護の

仕事の専門性と重要性を正しく理解してもらえるような教育・啓発活動を推進する

ことが求められています。また、事務の省力化により本来の介護業務に時間を充て

ることが可能となるよう、介護ロボットに加えて、タブレット等による記録支援や

報告・引継ぎ等、文書作成支援等のＩＣＴ導入支援を一層推進することも考えてい

く必要があります。

＜介護人財の確保と質の向上＞

「研修・人財育成・人財確保」については、「介護能力の向上に向けた研修」や

「介護に関する事例検討会の開催」が有効と指摘されていますが、今回、これらの

機会は令和元年度と比較すると減少していました。事業所や法人内部での研修・勉

強会に加えて、三鷹市介護保険事業者連絡協議会や外部研修会への参加を推進する

ことは、介護人財の確保に加えて介護サービスの質の向上にも資するものです。引

き続き、感染症対策を取りつつ、研修会の定期的な開催、事業所間での情報共有や

交流イベント等を市が主催する等、学習や外部交流の機会を更に充実させていく必

要があります。

事業所調査では、職員採用に当たって役立ったものとして「民間の職業紹介」、

「求人情報誌、求人情報サイト」の順で多くありましたが、職員調査では、法人に

就職したきっかけとして「友人・知人からの紹介」、「求人情報誌、求人情報サイト」

の順で多くありました。インターネットで閲覧できる情報を希望する意見もあり、

市がこのような情報提供について様々な手法を検討し、積極的に実施することで、

人財確保の一助となるものと考えられます。

38

職職場場ででのの悩悩みみ、、不不安安、、不不満満等等のの解解消消にに役役立立っってていいるる取取組組（（上上位位 項項目目））

イ 介護人財確保・定着・育成のための事業に対する意見・要望

＜三鷹市が実施している事業で利用してみたい事業＞

「介護ロボット等導入支援事業」、「介護職員向け研修事業」、「介護福祉士資格取

得費補助事業」、「介護福祉士実務者研修費補助事業」等が上位でしたが、選択率は

いずれも１～２割に留まっている一方、「特にない」が約４割を占めました。

三三鷹鷹市市がが実実施施ししてていいるる事事業業でで利利用用ししててみみたたいい事事業業やや関関心心ののああるる事事業業

＜三鷹市に取り組んで欲しい事業＞

介護人財の確保・定着・育成のために、三鷹市に取り組んで欲しい事業について

自由記述にて意見を聞いたところ、「賃金・処遇改善・補助金」、「就労環境の周

知・改善」、「研修・人財育成・人財確保」の順に多くありました。「賃金・処遇改

善・補助金」については、平成 年度からたびたび国が実施してきた処遇改善の

介護能力の向上に向けた研修

定期的な健康診断の実施

実務の中で、上司や先輩から

指導や助言を受ける機会の設定

勤務体制を決める際に

職員の要望を聞く機会の設定

事故やトラブルへの対応

マニュアル作成等の体制づくり

採用時における賃金･勤務時間の説明

働き方や仕事内容、キャリアについて

上司と相談する機会の設定

役立っているものはない

介護能力に見合った仕事への配置

介護に関する事例検討会の開催

令和 年度

令和元年度

特になし

介護ロボット等導入支援事業

介護職員向け研修事業

介護福祉士資格取得費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員初任者研修費補助事業

令和 年度
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39 
 

取組により、徐々に処遇が向上してきているものの十分とは言えず、更なる処遇改

善が求められていることがうかがえます。処遇改善は主に国における議論が必要で

すが、「就労環境の周知・改善」、「研修・人財育成・人財確保」については、三鷹

市においても具体的な検討を行っていく必要があります。

＜就労環境の周知・改善の取組＞

「就労環境の周知・改善」については、介護現場の状況をよく理解して欲しいと

の意見や、介護の仕事のイメージを良くする啓発活動を希望する意見も多数寄せら

れました。仕事上の悩みとして「業務に対する社会的評価が低い」ことを多くの回

答者が問題として指摘していました。子どもから高齢者まで、市民に対して介護の

仕事の専門性と重要性を正しく理解してもらえるような教育・啓発活動を推進する

ことが求められています。また、事務の省力化により本来の介護業務に時間を充て

ることが可能となるよう、介護ロボットに加えて、タブレット等による記録支援や

報告・引継ぎ等、文書作成支援等のＩＣＴ導入支援を一層推進することも考えてい

く必要があります。

＜介護人財の確保と質の向上＞

「研修・人財育成・人財確保」については、「介護能力の向上に向けた研修」や

「介護に関する事例検討会の開催」が有効と指摘されていますが、今回、これらの

機会は令和元年度と比較すると減少していました。事業所や法人内部での研修・勉

強会に加えて、三鷹市介護保険事業者連絡協議会や外部研修会への参加を推進する

ことは、介護人財の確保に加えて介護サービスの質の向上にも資するものです。引

き続き、感染症対策を取りつつ、研修会の定期的な開催、事業所間での情報共有や

交流イベント等を市が主催する等、学習や外部交流の機会を更に充実させていく必

要があります。

事業所調査では、職員採用に当たって役立ったものとして「民間の職業紹介」、

「求人情報誌、求人情報サイト」の順で多くありましたが、職員調査では、法人に

就職したきっかけとして「友人・知人からの紹介」、「求人情報誌、求人情報サイト」

の順で多くありました。インターネットで閲覧できる情報を希望する意見もあり、

市がこのような情報提供について様々な手法を検討し、積極的に実施することで、

人財確保の一助となるものと考えられます。

38

職職場場ででのの悩悩みみ、、不不安安、、不不満満等等のの解解消消にに役役立立っってていいるる取取組組（（上上位位 項項目目））

イ 介護人財確保・定着・育成のための事業に対する意見・要望

＜三鷹市が実施している事業で利用してみたい事業＞

「介護ロボット等導入支援事業」、「介護職員向け研修事業」、「介護福祉士資格取

得費補助事業」、「介護福祉士実務者研修費補助事業」等が上位でしたが、選択率は

いずれも１～２割に留まっている一方、「特にない」が約４割を占めました。

三三鷹鷹市市がが実実施施ししてていいるる事事業業でで利利用用ししててみみたたいい事事業業やや関関心心ののああるる事事業業

＜三鷹市に取り組んで欲しい事業＞

介護人財の確保・定着・育成のために、三鷹市に取り組んで欲しい事業について

自由記述にて意見を聞いたところ、「賃金・処遇改善・補助金」、「就労環境の周

知・改善」、「研修・人財育成・人財確保」の順に多くありました。「賃金・処遇改

善・補助金」については、平成 年度からたびたび国が実施してきた処遇改善の

介護能力の向上に向けた研修

定期的な健康診断の実施

実務の中で、上司や先輩から

指導や助言を受ける機会の設定

勤務体制を決める際に

職員の要望を聞く機会の設定

事故やトラブルへの対応

マニュアル作成等の体制づくり

採用時における賃金･勤務時間の説明

働き方や仕事内容、キャリアについて

上司と相談する機会の設定

役立っているものはない

介護能力に見合った仕事への配置

介護に関する事例検討会の開催

令和 年度

令和元年度

特になし

介護ロボット等導入支援事業

介護職員向け研修事業

介護福祉士資格取得費補助事業

介護福祉士実務者研修費補助事業

職員表彰事業

夏休み介護施設体験事業

保育園優先入所

介護職員初任者研修費補助事業

令和 年度
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第第３３章章 高高齢齢者者計計画画・・第第八八期期介介護護保保険険事事業業計計画画のの成成果果
とと今今後後のの方方向向性性
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現現在在のの法法人人にに就就職職ししたたききっっかかけけ（（上上位位 項項目目））

友人･知人からの紹介

求人･就職情報誌、求人情報サイト

ハローワーク

民間の職業紹介

折込チラシ、新聞･雑誌の広告

法人又は施設･事業所のホームページ

福祉人材センター（ も含む）

学校･養成施設等での進路指導

ホームヘルパー等養成講座を通じて

その他

令和 年度

令和元年度
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